
高校英語 文法ユニット5 受動態｜見取り図プリント（入試）

受動態の見取り図 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 6つの型を運用し、能動と受動を「何の話をしているか」で選び分けられる

入試へ挑むクラス　偏差値のめやす 60以上　SVOO / SVOC の受動態と「主語の選択」まで見ます（確認は4択）

気づき AとB、和訳はどちらも「昨日、自転車を盗まれた」。何が違う？（30秒考えて、となりの人と答え合

わせ）

A My bike was stolen yesterday.

B Someone stole my bike yesterday.

Bは「だれかが何をしたか」の文。でも盗んだ人はわからないから、someone という中身のない主語を置くしかありませ

ん。Aは自転車を主語に立てて「自転車の身に何が起きたか」だけを言う形——これが受動態です。する側を言えない・言わな
くていい・言いたくないとき、英語は受動態を選びます。だから実際の受動態の文の多くに by 〜 は付きません。

整理 この単元で扱う6つの型（be動詞が時を背負う）

形 作り方 表すこと 例文

基本の受け身 am / is / are ＋ 過去分詞 〜される・されている
Rice is grown in this area.

この地域では米が作られている。

過去の受け身 was / were ＋ 過去分詞 〜された
Our school was built in 1935.

うちの学校は1935年に建てられた。

助動詞つき will / can / must be ＋ 過去分詞
〜されるだろう・され

うる

The gym can be used until six.

体育館は6時まで使える。

進行形の受け身 is / was being ＋ 過去分詞 〜されている最中

The road is being repaired

now.

その道路は今、工事中だ。

完了形の受け身 have / has been ＋ 過去分詞
〜されてしまった・さ

れ続けている

The date has not been decided

yet.

日程はまだ決まっていない。

群動詞の受け身 まとまりごと受け身に
speak to → be

spoken to

I was spoken to by a tourist.

観光客に話しかけられた。

ここから先が入試——①目的語が2つある文は受動態も2通り（I was given this watch. / This watch was given to me.——物を主語にしたら to

を忘れない。buy / make 型は for。call A B 型は A is called B の1通りだけ）。②能動と受動は「何を話題の主にするか」の選択です。英語の

文は「すでに出た話題→新しい情報」の順に流れるので、直前の話題を主語に受け渡すために受動態を選びます。

確認 （　）内から正しいものを選ぼう。 知識・技能

(1) My grandfather ( was made / has made / is made / made ) this chair thirty years ago.

(2) This room ( is cleaned / is being cleaned / was cleaned / cleans ) right now, so let's use the

next one.

(3) The winner ( was not announced / has not been announced / is not announcing / did not

announce ) yet.

(4) The computer room ( can use / is using / can be used / can used ) until six on weekdays.

(5) I ( was given / gave / was giving / given ) this camera by my uncle last spring.
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受動態の見取り図｜解答とつまずきポイント

確認の解答

(1) made 祖父は「作る側」なので能動のまま——能動が正解の文もある。

(2) is being cleaned right now＝そうじの最中。being が「〜している最中」を作る。

(3) has not been announced yet があるので完了形。受け身なので been ＋ 過去分詞。

(4) can be used 助動詞のうしろでも be は消えない。can used が最頻出の誤り。

(5) was given
目的語が2つある文の受け身。「もらった」でも英語は与えられる側（物
を主語なら This camera was given to me.）。

つまずき① be動詞を落とす／時を過去分詞に背負わせる

受動態の時制はbe動詞が背負います（完了形では have / has が背負う）。過去の話なら was / were、未来なら will be——過去分
詞そのものは形を変えません。

× This photo is taken by my father ten years ago.　→　○ This photo was taken by my father ten years ago.

ten years ago は過去。時を背負うのは be動詞なので is → was。taken はそのまま。

つまずき② 「〜される」と訳せないと受動態に気づけない

日本語の「られる」と英語の受動態は範囲がずれています。I was born in Osaka. は英語では受動態。「ニュースにおどろい
た」も、surprise＝「おどろかせる」なので was surprised。訳語ではなく「主語はする側か、される側か」で判断させてくださ
い。

× I borned in Osaka in 2010.　→　○ I was born in Osaka in 2010.
born は bear（産む）の過去分詞。「生まれる」は英語では「産まれる」＝される側。

つまずき③ なんでも by にする

by は「した側」を名指しする前置詞です。状態や材料と組む受け身は、決まった前置詞とセット——known to 〜（〜に知られてい
る）・covered with 〜（〜でおおわれて）・made of / from 〜（材料が見える／原料が変化）。

× This singer is known by people all over the world.　→　○ This singer is known to people all over the world.
「〜に知られている」は known to。by にすると「人々によって見分けられる」のような別の意味に響く。

つまずき④ 「される側」がいない動詞を受け身にする

happen / appear / die / arrive にはそもそも「される側」が存在しないので受動態にできません。「事故が起きた」の「が」
につられるのが定番の誤りです。

× The accident was happened in front of the station last night.　→　○ The accident happened in front of the

station last night.
happen に「される側」はいない。主語の accident が自分で起きるので能動のまま。

つまずき⑤ 群動詞の前置詞を落とす

speak to / laugh at / take care of のような動詞のまとまりは、まとまりごと受け身にします。was taken care of by 〜 の
ように of by と前置詞が2つ並んでも、それで正しい形です。

× The baby was taken care by her aunt.　→　○ The baby was taken care of by her aunt.
take care of をまとまりごと受け身に。of を落とすと「世話」が宙に浮く。

授業のひとこと　前日にこの紙を配り、確認問題まで解いてこさせる反転で使えます。授業は「能動と受動のどちらで書

くか」の検討（ドリル発展版の大問2・3）に充ててください。
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